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副会長  吉賀 孝則 

１１月８日に出雲市において，教育関係諸機関・団体のご支援，ご協力により，第４３回島根県公立

小中学校事務研究大会を開催したところ，来賓の方々を含め２６７名のご参加をいただき盛大な研究大

会となりました。島事研の中心といえる事業を無事終えることができました。研究大会を開催するにあ

たり，落部大会準備委員長を中心とし，準備・運営をしていただいた準備委員会並びに出雲管内の皆様，

研究発表をしていただいた隠岐地区・出雲地区の方々，そして関係する全ての皆様に深く感謝し，お礼

を申しあげます。ありがとうございました。 

 ２月１５日には，同じく出雲市において第９回の島根県学校事務セミナーを開催する予定です。多く

の方に参加していただくことを期待しております。 

 

 さて，爽（時雨号）が発行されているということは，今年度も９ヶ月が過ぎたということです。大変

時期はずれかと思いますが，改めてごあいさつをさせていただきます。今期，副会長を努めることにな

りました，吉賀孝則（よしか たかのり）です。「なぜ？あなたが副会長？」と思われた方がいた（今

も）でしょうが，ご迷惑をおかけしないように，役員一同協力し頑張っていきたいと思います。 

 

 ところで，「立場は人をつくる」という言葉があると思います。自分自身のことで恐縮ですが，副会

長という立場になってからの感想を述べさせていただきます。 

 一会員として島事研にお世話になっていましたが，島事研の発展・向上，世代交代への取組，県教委

や教育センター，中国地区事務研・全事研といった諸機関，諸団体との渉外活動など，まだ他にもあり

ますが，これまでにない経験をすることとなり，物事をより俯瞰的に考えなければならなくなりました。

この機会（副会長の立場）をポジティブに受け止め，自覚を持ち，自分自身の資質向上につなげられる

ように勉強していきたいと思います。できるだけ，各市郡で開催される研究会･研修

会に参加をさせていただき，会員の皆さんとのつながりを大切にし，島事研に寄与

できるようにしたいと思います。ご支援・ご協力をお願いします。
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益田市では，「『学校事務の共同実施』の研究」及び「事務グループ」・「事務リーダー」の設置を受けて，事務

グループの活用，活動の在り方について市教委・事務リーダーで検討しました。そして，平成２０年６月に「益田

市立小中学校事務支援グループ設置要綱」が施行され，全市で事務支援の取組が開始されました。 

事務支援グループは「教育に対する期待に十分応えられるよう学校事務職員が組織的に連携・支援を行う

ことにより，学校運営の効果・効率を高め，相互作用による能力・意欲の向上を図り，より効果的な教育活動の

展開と円滑な学校事務を創造する」ことを目的とし，学校の規模や事務職員の配置状況，地域の特性等，それ

ぞれのグループに応じた取組を計画し展開しています。 

平成２３年４月に「益田市立小中学校事務支援グループ推進協議会設置要綱」が施行され，第１回の協議

会において活動を確認し，市教委，校長会，教頭会等と連携した事務支援の取組が進められました。 

また同年，「財務部」，「情報部」，「就学部」の３業務部を組織し，事務職員の職務を確認するとともに，益田

市小中学校全体に係る事務・業務についてのシステム化やマニュアル化，適正化を検討・推進しています。 

 

事務支援グループ今年度活動の重点 

事務支援グループ 学校数 事務職員数 活   動   の   重   点 

東部事務支援Ｇ ４ ４ 各校事務処理体制整備及び事務改善，情報の共有 

中部事務支援Ｇ ６ ７ 教育費の有効執行，目標達成に必要な情報交換 

南部事務支援Ｇ ９ ７ 
学校事務の計画的執行と確かなシステム構築，事務支援体制の充実 
教職員への情報発信 

西部南事務支援Ｇ ８ ６ 
学校事務の計画的執行と確かなシステム構築，事務支援体制の充実 
教職員への情報発信，教育費の効果的活用，事務の平準化 

西部北事務支援Ｇ ４ ４ 学校事務の適正化・迅速化，情報の共有，条例改正等の共通理解 

 

事務支援グループの組織図 

 

業務部の活動内容  （３年を目途に活動） 
 
【財務部】 

・学校教育費の保護者負担軽減への取組 

・集金口座振替について 
 
【情報部】 

・文書管理のシステム化 

・備品管理システムの改善 

・情報収集と発信 
 
【就学部】 

・就学援助，特別支援教育奨励費，遠距離通学

補助金に関する事務改善 

・教科書事務への関わり検討 

益田市立小中学校事務支援グループ推進協議会  
【構成】 益田市教育委員会教育長（会長） 

益田市小中学校校長会長（副会長） 
益田市教育委員会学校教育課長 
益田市教育委員会事務局職員 
益田市小中学校教頭会長 
各事務支援グループの代表者他 

グループ長会 

 
財務部 
情報部 
就学部 

 

事務支援 
グループ 
合同会 

業務部 

南部 G 東部 G 西部北 G 西部南 G 中部 G 
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益田市では，昨年度より学力向上連携推進

事業の教職員連携として，中学校では教科間

連携に，そして小学校では学年間連携に取り

組んでいます。小規模校が多くなった現状を

見たとき，こうした学校間の連携は，教員の

研修，ひいては資質向上に大きく役だつもの

と期待されています。 

 しかし考えてみれば，学校事務の支援グル

ープはその学校間連携の先駆けとも言える

ものです。益田市では西部地区での先行実施

を経て，市全体で５ブロックの支援グループ

を立ち上げ，今年度が４年目になります。そ

の間には，新学習指導要領の実施をはじめ，

教育環境の変化，学校事務の多様化など，

様々な変化がありました。こうした複雑・多

様な事務，増加する事務量へ対応するために，

事務支援グループが果たしてきた役割は大

きいものであると実感しています。 

まず，情報交換や研修の実施により事務職

員の資質や能力の向上が図られ，学校事務サ

ービスの学校間格差が解消されつつあるよ

うに感じています。さらには，学校事務の立

場から，学校経営を支援する意識も強くなっ

てきたように思います。 

また，学校の管理運営に係る事務・業務を

組織的かつ集中的に処理することにより，効

率的，効果的な予算執行が可能となり，小中

学校の教育推進体制を強化することができ

るようになりました。 

しかし，学校事務の支援グループには，ス

ケールメリットを生かした予算支出の抑制や

自律分権型教育行政の推進など，まだまだた

くさんの可能性があります。これまでの取組

の成果を共通の財産としつつ， 

さらなる実践を積み重ねていっ 

てほしいと祈念しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

益田市全小中学校で事務支援グループと

して活動を始めて４年目になります。益田

市内には５つのグループありますが，学校

規模や事務職員の配置状況等環境も違って

おり，それぞれに応じた取組が進められて

います。 

 設置要綱等も整備され，事務支援連絡会

の定期的開催や業務部の取組等少しずつで

はありますが，支援活動も定着してきてい

ると思います。 

しかし，グループ間の連携や市教委他関

係機関との連携の在り方，年間を通した計

画的な活動，他の教職員へ理解を得るため

の発信，そして何よりも，事務職員自身の

意識を高めていく等，取組を充実させるた

めには課題も山積しており，まだまだ発展

途上です。 

また，平成２２年度より「事務グループ

活動の充実のための加配」を受けています

が，その加配を活かし，活動充実に向けて

どう取組を進めるかについても課題として

残っています。 

わたしも「事務グループ」，「事務リーダ

ー」が設置されて以来，当市の「事務支援

グループ」設置に関わった一人として，取

組が軌道に乗らないことに対し，申し訳な

く思っています。 

次の人たちに繋ぐ

ためにも，協力して

活動の充実を図って

いかなければと思う

毎日です。 

管理職として期待するこ

と 益田市立都茂小学校 

校長 秋好俊則 

「事務支援グループ」 
設置に関わって 

 益田市立美濃小学校 

事務リーダー 田原弘志  
 



 島根県公立小中学校事務職員研究会  広報「爽」第４６号 

－４－ 

 「参画」に期待しています  
島根県教育研究会 会長 ［松江市立美保関小学校］ 三村紀中 

 
今回の大会テーマに掲げられた「参画」と，研究発表内容について，すべて大賛成です。大雑把に言って教員は文書

管理や金品管理，スケジュール管理が苦手です。学校事務を担う人が学校経営に参画してくれなければ，学校は立ち行

きません。 

私自身が中学生の時，職員室の机の上に広げられたままのマル秘○○一覧表を短期記憶容量の限り入力して級友

一般に情報提供したことがあります（懺悔）。翌日，担任の先生にずいぶん叱られましたが，教頭先生が「見えるように

放置してあったわけだから」と，擁護してくださいました。 

また，小学生の時には，「残さず食べなさい。」と指導していた厳格な先生の引き出しからカビの

生えたパンがごそっと出てきたことがあります。素敵な先生でしたが，あのルーズさは，子どもと接

するための優れた感覚やスキルと不可分なのでしょうか。 

さて，今でも，職員室の何人かの机の上には書類だけでなく集金袋も，乱雑に重ねられており，そ

のルーズな机の周りには業者や保護者や子どもが容易にアクセスできます。 

電子機器時代となり，パソコンの中もぐじゃぐじゃです。ファイルの重要度や処理日付，内容分類の意識が低いようで

す。締め切り意識も薄く，前日に気づいて慌て，当日になって騒ぎ，後日には謝っています。 

一方，行政は教員の意識の流れに沿わない内容，様式で事業を企画し，予算を配分する（と，教員は思っているよう

です）。確かに，教員は「予算」とか「起案」いう感覚が薄く，行政的な仕事の進め方を理解していません。 

というわけで，これからも頼りにしております。特に教員の苦手な部分のご支援とご指導をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

今回，初めて研究大会に参加しました。具体的な実践方法な

ど，すごく勉強になるお話ばかりでした。まだまだ日々の仕事を

こなすことで精一杯ですが，いろいろと工夫しながら仕事をして

いきたいと思いました。            ( 大津小 山本早織 ) 

３年ぶりに県大会へ参加しました。今大会は発表者や司

会者など，若い事務職員の活躍が目立つ大会で，とても頼

もしく感じました。また，研究発表では発表者のみなさんの

取組から多くの刺激を受けました。是非来年も参加したい

です。                    ( 西郷南中 早川弘美 ) 

出雲市では，若い方々が積極的に事務作業の改善を

行っておられ見習うことが多かったです。学校規模等の状

況で同じことを取り入れるのは難しいですが，より良いシ

ステムを目指す思いは一緒と感じることができ心強かった

です。                     ( 津田小 糸賀香織 ) 

島事研の大会を毎年楽しみにしています。今回は，文

科省の方から地域とともにある学校づくりの講話を聞き，

自分でもできることから少しずつやっていきたいと思いまし

た。隠岐の研究発表では，文書処理について日付順ファイ

リングという新しい方法を聞いて勉強になりました。分類別

だと分類が多いので，本校でもどこのファイルにしようか考

えることがあります。出雲の研究発表では，私と同じくらい

に採用された方が発表されていてすごいなあと思いまし

た。今年は転勤した年なので，来年度から自分も校内で工

夫できることをやっていきたいです。        

( 桜江中 田村麻実 ) 

島根県の事務職員の方とご縁があり，北海道から参加させて

いただきました。 

隠岐地区，出雲地区の発表について，両方ともプレゼンの仕

方がとても上手で驚きました。隠岐地区の研究発表は，教職員

のニーズの発掘から始めるという興味深い内容でした。自治体

の文書管理規定との整合，学校独自の規定の制定など，今後

の課題はありますが，例えば区域内の小中で共通する文書は

誰かがデータ入力し，学校間でデータ共有して受付簿として完

成させるとか，次のステップへと進んでいけると思います。出雲

地区の研究発表では，地域学校運営理事会の整備と権限委譲

が進んできていること，会計ソフトの活用，学校徴収金の一括

管理，徴収金取扱規定の共有化など，先進的な事例をお伺い

出来ました。若手の事務職員の方が積極的に発表されたこと

も，心から素晴らしいと感激いたしました。率直に貴研究会の未

来は希望の光であふれていると感じました。 

この度は参加させていただきまして，誠にありがとうございま

した。 

(北海道 七飯町立大沼小学校 鈴蘭谷分校 奥山光明) 

ビッグハート 

出雲 

行政説明  県教育委員会義務教育課長 矢野英明 

研究発表 ≪隠岐地区≫「目指せ！隠岐ジオパーク」 

≪出雲地区≫「日常の業務から子どもたちの 

豊かな育ちの支援へ」 

講    演 「地域とともにある学校づくりの推進と学校事務職員」 

文科省初等中等局 学校運営支援企画官 松浦晃幸 

運営支援推進係長  風岡  治 
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と
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
な
に
よ
り
自
分
自 

身
の
人
生
も
豊
か
に
な
る
だ
ろ
う
。 

と
は
い
え
、
腹
を
た
て
た
り
、
浮
か
れ
て
周
り
が
み
え
な
く
な
る
こ
と
も 

し
ば
し
ば
あ
る
私
。
時
々
こ
の
「
お
か
げ
さ
ま
」
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
自 

分
自
身
を
戒
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。 

       出雲教育事務所へ勤務して   

 

今年度の４月から，出雲教育事務所で勤務することになりました。 

ここでは，学校から提出された書類を確認するという，これまでとは違った視点で仕事をしています。す

べての事務処理には法的根拠が存在し，それに基づいた処理が必要であるということを改めて実感させら

れました。 

また，教育事務所が学校に対してどのような支援ができるかということの検討もしており，その一つとし

て，出雲教育事務所では昨年度から，学校事務職員を対象とした研修会が年６回開催されています。法令

（通知）等の解釈や，実際の事例を基にした実務研修等，基本的なことではありますが，学校事務職員が

それぞれの事務処理について，迷うことが少なくなるための内容となるよう考えられています。 

事務所での仕事はさまざまありますが，現場から来た事務職員として，教育事務所（県）と学校をつなぐ

役割もその一つだと考えています。定型的な業務についてはできる限り簡潔に処理し，その他の業務に係

る時間を充実していくことができるよう，その方策をみなさんと一緒になって考えていければと思います。 

ここで勤務して，自分が思っていた以上に，学校に対する支援体制ができているということを感じました。

それぞれの立場でできることを，知恵を出しあい協力していくことで，良い教育環境を作りあげていくこ

とができると思います。そのために自分がここにいてこそできることを少しずつ進めていければと考えて

います。 

 

 

出雲教育事務所 

加 藤 淳 也 
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― 新任主任主事研修 ― 
開催期日：８月２０～２１日 [２日] 

受 講 者：平成２２年度～２４年度に主任主事に昇任した事務職員 

 

 

 

    
 
 

 

           

【編集後記】 辞典を編纂する編集者たちの情熱を描いた本，「船を編む」

（三浦しをん 著）を読みました。国語辞典なんてどれも同じと思っていました

が，どのように言葉の意味を説明すべきなのか，編集者たちが頭を悩ませなが

らつくっているのだということがわかる，楽しい本でした。編集にかかる月日は

辞典に遠く及びませんが，“爽”をつくっていく過程や思いは 

同じだなと思いつつ読みました。改めて，広報誌をとおして 

島事研の活動を皆さんにわかりやすく伝えていきたい，と思 

いました。（Ｍ．Ｔ） 
 

 

久
屋
小
学
校 

森 

山 
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夏
休
み 
早
寝
早
起
き 

朝
ご
は
ん 

 

長
い
休
み
の
間
を
健
康
で
安
全
に
過
ご
す
た
め
に
、

夏
休
み
と
い
え
ど
も
、「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
は
当

り
前
で
あ
る
。
学
校
の
授
業
が
な
い
こ
の
休
み
は
、
つ

い
不
規
則
な
生
活
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
も
う
す
ぐ
二

学
期
、
研
究
・
読
書
感
想
文
は
す
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

運
動
会 

孫
の
出
番
を 

見
て
帰
る 

 

ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
は
、
秋
に
校
内
運
動
会
が
開
催

さ
れ
る
。
地
域
の
象
徴
で
あ
る
小
学
校
で
は
、
親
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で

が
応
援
に
や
っ
て
く
る
。
小
規
模
校
で
は
親
ま
で
参
加

し
な
い
と
競
技
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。 

 

報
告
も 

電
子
媒
体 

秋
深
し 

 

ア
ナ
ロ
グ
世
代
の
私
た
ち
に
は
、
つ
い
て
い
け
な
い

世
の
中
に
な
っ
て
き
た
。
様
式
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
せ
よ
、

報
告
は
メ
ー
ル
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
込
み
は
Ｗ
ｅ

ｂ
で
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
メ
ー
ル
と
い
う
も
の
が
恐

ろ
し
い
。
本
当
に
相
手
に
届
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

菊
の
香
や 

音
と
心
の 

ハ
ー
モ
ニ
ー 

 

第
三
十
回
島
根
県
音
楽
教
育
研
究
大
会
が
大
田
市
で

開
催
さ
れ
た
。
授
業
公
開
の
学
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研

究
成
果
を
発
表
す
る
。
「
天
使
の
歌
声
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
た
学
校
で
は
、
音
と
心
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
、

本
当
に
天
使
の
歌
声
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

 

事 

務 

歳 

時 

記 

「新任主任主事研修に参加して」 
出雲市立多伎中学校 梶谷 匡志 

 

２日間の研修でしたが，私が特に印象に残ったのは，２日目の島根大

学の熊丸先生による「問題解決の向上」の講義･演習でした。その講義

の中で，学校が抱える問題の解決策を発見するためには，「なぜ？」を

繰り返すということを教わりました。実際にグループに分かれて演習を

行いました。与えられた課題は「教職員間の人間関係の向上」でした。

この課題について，「なぜ？」を繰り返すのです。教職員間の人間関係

がよくないのはなぜか？，それは「教職員間のコミュニケーションが不

足しているから」。ではなぜコミュニケーションが不足しているのか？，

それは「教職員が多忙であるから」。ではなぜ教職員は多忙であるのか？

……というように「なぜ」を繰り返していくのです。このように「なぜ」

を繰り返していくことにより，問題の原因を発見します。そして，発見

した原因について，解決策を考える。この講義･演習を通して，問題解

決では，「なぜ」を考えることが重要な位置を占めるということを学び

ました。 

 

原作：千葉ひろみ  画：大橋幸子 

  

ふ
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ち
ゃ
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異
動
は 

 

自
分
勝
手
に 

 

決
め
ら
れ
ん
よ 

   う
～
ん 

そ
う
だ
よ
ね
・
・
・ 


